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１　

は
じ
め
に

　

今
年
は
、
国
民
読
書
年
で
あ
り
、
読
書
に
関
す
る

話
題
が
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
す
と
感
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科
で
は
、
言
語

活
動
の
具
体
例
と
し
て
、
読
書
に
関
し
て
、
一
、二

年
生
「
物
語
や
、
科
学
的
な
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た

本
や
文
章
を
読
ん
で
、
感
想
を
書
く
こ
と
」
三
、四

年
生
「
紹
介
し
た
い
本
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
こ

と
」
五
、六
年
生
「
本
を
読
ん
で
推
薦
の
文
章
を
書

く
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
国
語
科
の
中
で
、
読

書
の
授
業
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
子
ど
も
が
す
す
ん
で
読
書
す
る
よ
う

に
な
る
た
め
に
、
読
書
の
時
間
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
よ
り
積
極
的
な
働
き
か
け
の
方
法
を
今
ま
で
の

実
践
か
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

２　

教
師
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　

教
材
の
テ
ー
マ
か
ら
子
ど
も
の
興
味
関
心
に
合
わ

せ
て
本
を
薦
め
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
が
あ
る
。
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
は
、
あ
る
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
本
を
紹
介
す
る
が
、教
科
書
教
材
は
、テ
ー

マ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
、
一
度

紹
介
し
た
リ
ス
ト
に
、
新
し
い
本
を
加
え
て
い
け
ば

よ
り
よ
い
も
の
が
で
き
る
。

　

小
学
校
で
は
、「
友
だ
ち
」「
不
思
議
な
話
（
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
）」「
家
族
」「
昔
話
」「
詩
」「
戦
争
」
な

ど
が
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
他

「
環
境
」「
生
き
方
」「
科
学
」
や
「
実
験
」
な
ど
に

関
す
る
テ
ー
マ
で
も
行
え
る
。

　

一
番
最
近
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
紹
介
す
る
。
実
際

は
、
書
名
、
一
口
紹
介
の
後
、
本
文
か
ら
何
行
か
抜

粋
し
て
行
う
。

　

六
年
生
「
生
き
方
」（
伝
記
）

○�

『
い
の
ち
の
バ
ト
ン
』（
日
野
原
重
明　

ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
）

　

�

九
十
八
才
の
現
役
医
師
の
詩
と
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ

さ
ん
絵
に
よ
る
、
い
の
ち
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。

○
『
夢
の
ひ
と
つ
ぶ
』（
左
近
蘭
子　

世
界
文
化
社
）

　

�

真
珠
の
養
殖
に
成
功
し
た
御
木
本
幸
吉
の
一
生
を

書
い
た
絵
本
。

○�

『
ロ
ー
ザ
』（
ニ
ッ
キ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ　

光
村
教

育
図
書
）

　

�

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
中
で
最
も
有
名
な
人
物
の
一

人
「
ロ
ー
ザ
・
バ
ー
ク
ス
」
の
バ
ス
ボ
イ
コ
ッ
ト

事
件
を
描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

○�

『
未
来
の
き
み
が
待
つ
場
所
へ
』（
宮
本
延
春　

講

談
社
）

　

�

小
中
と
劣
悪
な
い
じ
め
を
繰
り
返
さ
れ
、
成
績
は

オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
。
家
庭
内
暴
力
と
貧
困

に
苦
し
み
、
死
ぬ
こ
と
も
考
え
た
作
者
の
物
語
。

○�

『
自
分
を
そ
だ
て
る
の
は
自
分
―
10
代
の
君
た
ち

へ
』（
東
井
義
雄　

到
知
出
版
社
）

　

�

東
井
義
雄
先
生
の
小
学
生
・
中
学
生
に
送
る
講
演

会
記
録
集
。

　

教
材
に
関
連
し
て
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
行
う
と
き

は
、
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
を
丹
念
に
聞
き
な
が
ら
行

う
と
、
よ
り
本
へ
の
共
感
度
が
高
ま
る
。

教
材
か
ら
読
書
を
広
げ
よ
う

静
岡
県
沼
津
市
立
大
岡
小
学
校

小
谷
田　

照
代
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■特集　すすんで読書する子を育てる

　

今
回
は
、
六
年
生
に
な
っ
て
か
ら
読
ん
だ
伝
記
の

内
容
や
、
共
感
し
た
部
分
な
ど
を
発
表
し
合
い
な
が

ら
読
み
進
め
た
。

　

ま
た
、
本
を
紹
介
す
る
と
き
に
は
、
一
文
で
ど
ん

な
内
容
な
の
か
を
は
っ
き
り
表
す
こ
と
を
教
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
自
身
が
本
を
紹

介
す
る
と
き
に
参
考
と
な
る
。

３　

子
ど
も
同
士
で
、話
す
だ
け
の
本
紹
介

　

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
何
度
か
聞
く
と
、
子
ど
も
は
、

「
本
は
人
に
紹
介
さ
れ
る
と
、
よ
り
読
み
た
く
な
る
」

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
同
士
の

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
も
で
き
る
。
そ
の
導
入
と
し
て
、「
話

す
だ
け
」
の
本
紹
介
が
有
効
で
あ
る
。

　
「
読
書
郵
便
」
や
「
本
の
帯
」
な
ど
は
、
書
い
て

紹
介
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
書
く
こ
と
に
苦
手

意
識
の
あ
る
子
ど
も
も
、
と
て
も
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
読
書
へ
の
意
欲
が
喚
起
さ
れ
る
実
践
で
あ
る
。

　

方
法
は
、

（
１
）
単
元
の
最
後
に
、
教
材
に
関
連
し
た
本
を
児

童
数
分
用
意
し
、
そ
の
中
か
ら
選
書
す
る
。

（
２
）
話
す
内
容
を
決
め
る
。
内
容
は
、
①
本
の
あ

ら
す
じ　

②
一
番
心
に
残
っ
た
箇
所　

③
感
想　

に
絞
る
。

（
３
）
紹
介
す
る
側
と
、
紹
介
さ
れ
る
側
の
二
手
に

分
か
れ
、
紹
介
さ
れ
る
側
は
、
自
分
の
気
に
入
っ

た
本
を
選
ん
で
、
そ
こ
で
紹
介
し
て
も
ら
う
。

（
４
）
紹
介
さ
れ
た
本
は
、そ
の
ま
ま
借
り
て
読
み
、

一
週
間
後
に
は
、
自
分
の
感
想
を
伝
え
る
。

　

こ
の
方
法
は
、
自
分
の
紹
介
で
友
だ
ち
が
本
を
読

ん
で
く
れ
た
喜
び
と
、
同
じ
本
を
読
ん
で
感
想
を
共

有
で
き
た
喜
び
と
が
味
わ
え
る
も
の
で
あ
る
。

４　

友
だ
ち
に
読
み
聞
か
せ
し
よ
う

　

友
だ
ち
に
紹
介
す
る
方
法
で
、
低
学
年
で
実
践
し

や
す
い
の
が
、読
み
聞
か
せ
で
あ
る
。
低
学
年
に
は
、

「
昔
話
」
や
「
民
話
」
教
材
が
あ
り
、
ま
た
学
校
図

書
館
で
本
が
揃
え
や
す
い
の
で
、
比
較
的
簡
単
に
で

き
る
。
ま
た
、
本
番
ま
で
に
、
家
庭
で
練
習
す
る
た

め
に
家
族
へ
の
読
み
聞
か
せ
も
行
う
の
で
、
保
護
者

か
ら
称
揚
を
さ
れ
る
と
、
練
習
に
も
一
層
の
励
み
と

な
る
よ
う
で
あ
る
。

５　

友
だ
ち
に
書
い
て
紹
介
し
よ
う

　

多
読
が
進
み
、
書
く
力
も
付
い
て
く
る
と
、「
原

稿
を
書
い
て
紹
介
す
る
」
実
践
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
方
法
は
、

（
１
）
単
元
終
了
後
、
同
じ
作
家
の
本
を
教
師
が
簡

単
に
説
明
す
る
。

（
２
）
読
み
た
い
本
を
選
ぶ
。

（
３
）
紹
介
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
紹
介
す
る
。

　

作
家
を
意
識
す
る
四
年
生
以
降
に
実
践
す
る
と
、

読
書
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
。

６　

終
わ
り
に

　

筆
者
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
本
来
出
会
う
は
ず
の
本

に
出
会
わ
ず
、
や
っ
と
大
人
に
な
っ
て
読
む
こ
と
が

で
き
た
。
教
師
と
し
て
、
子
ど
も
と
本
の
繋
ぎ
手
に

な
り
な
が
ら
、
子
ど
も
が
出
会
う
は
ず
の
本
に
出
会

わ
な
い
の
は
、大
人
側
の
責
任
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

　

貪
欲
に
吸
収
す
る
子
ど
も
に
、
読
書
の
き
っ
か
け

さ
え
与
え
れ
ば
、
自
ら
本
に
手
を
伸
ば
す
子
ど
も
に

な
る
と
い
う
の
が
、
実
践
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
つ
ま
で
も
「
子
ど
も
と
本
の
繋
ぎ
手
」
と
な
る

た
め
に
、
実
践
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

こ
や
た　

て
る
よ 

新
採
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
毎
日
続
け
、
前

任
校
で
司
書
教
諭
と
し
て
の
実
践
を
開
始
。
二
〇
〇
九
年
度
よ

り
、
沼
津
市
立
大
岡
小
学
校
司
書
教
諭
。
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